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１ 計画的な学校運営 早めの企画・立案を行い、関係分掌との連絡調整を密にする。 3.5 3.1

２ 教育環境の整備
教育環境の整備に努め、校務支援システムの円滑な運用に努め
る。また、カリキュラムや科目選択の見直しを進める。 3.4 3.3

３ 基礎学力の定着 授業時間数の確保に努め、適切な学習指導を推進する。 3.2 3.3

４
問題行動の予防と容儀
の徹底

・各分掌・学年との連携による指導
・全職員による指導、容儀検査の実施 3.2 3.0

５
マナーの向上とロッ
カーの適正使用

・挨拶の励行、生徒指導便りの作成、校外巡視（乗車指導含む）
・放課後指導、教室の残置物指導 3.1 2.9

６ 校内の環境美化の向上 清掃時間内、清掃にしっかり取り組む。 3.1 2.9

７ 進路目標設定の支援
・講演会やガイダンス、資料等を活用して生徒に進路意識を高揚させ
る。
・それぞれの進路に有用な情報をタイムリーに提供していく。

3.3 3.3

８ 学力の向上
・「授業第一」と位置づけ、基礎学力の定着を図る。
・補習や模擬試験、添削指導により、生徒の進路に応じた学力を伸ば
す指導を行う。

3.2 3.3

9 進路目標達成率の向上
・基礎学力の定着を把握するために、基礎力テストを実施する。
・面接指導を計画的に実施し、それぞれの受験に対応した面接練習を
行う。

3.3 3.3

１０ 学校行事の円滑な運営
・各学年・分掌と連携して企画立案し、全職員への共通理解を図る。
・生徒が主体となるような学校行事の運営に努める。 3.3 3.2

１１ 委員会活動の充実
専門委員会の積極的な活動を奨励し、専門委員会と生徒会役員が連
携して活動を行う。 3.1 3.0

１２ 保健管理の徹底
・各種検診の円滑な運営と事後措置の徹底に努める。
・定期的な校内巡視や安全点検により、危険個所の把握と改善に努め
る。

3.6 3.4

１３ 保健教育の充実
・日々の保健指導及び行事や学年ごとに行う保健指導の充実を図る。
・保健委員による広報活動や環境整備を通して、健康に対する生徒の
意識を高める。

3.6 3.6

１４ 実態把握と生徒理解
・面談及び各種調査にて個々の問題の早期発見・早期対応に努める。
・関係職員と連携し、情報の共有に努める。 3.6 3.5

１５
課題に即した適切な支
援

・家庭や関係機関と協力して効果的な相談・支援活動を行う。
・教育相談委員会や特別支援教育委員会の円滑な運営に努める。 3.5 3.5

１６ 読書教育の推進
朝の読書の際は、「三つの約束」を徹底させるとともに、生徒の自主的
な活動を支援する。 3.1 2.9

１７ 図書館利用の推進 「清華伝承」や「図書館だより」による広報活動を充実させる。 3.6 3.4

１８ 道徳教育の推進
人権教育、平和学習の充実を図る。行事においては、生徒を主体とし
た活動を支援する。 3.5 3.5

１９ 各種研修の充実
校外における研修会への参加を呼びかけるとともに、校内における研
究授業や公開授業の実施、及び積極的な授業参観を促す。 3.3 3.3

２０ 総合学科教育の充実 「産社」「総探」の企画・運営・指導支援、および評価方法の検討 3.0 2.7

２１ キャリア教育の体系化
教育活動全体を通した３年間の指導方針・指導目標の明確化、および
実施・研修 3.0 2.8

２２
総合学科の教育内容の
広報

・総合学科発表会の充実及び広報活動の活発化
・保護者・地域・中学校への教育内容ＰＲ活動の充実 3.2 3.0

２３ （８） その他 個別指導の充実
４月・７（９）月の年2回、面談を実施し、１回は保護者面談を行う。それ
以外でも必要に応じて実施する。 3.5 3.5
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※評価の目安 ４：十分達成している ３：おおむね達成している ２：どちらかというと達成されていない

１：ほとんど／まったく達成されていない


